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第50回 日本泌尿器科学会中部総会 シンポジウム

「泌尿器科腫瘍学における分子研究の展望」

一 司会の言葉一

岐阜大学

出 口 隆

京都大学

小川 修

20世紀の後半は,科 学の目覚 ましい発展が遂げられ

た時期である.医 学 生物学の領域 においても同様で

あ り,特 に1953年 にDNAの 二重 らせん構造が明ら

かになり,そ の50年後にはヒトゲノムの全塩基配列が

解読 されようとしている.21世 紀の医学 ・生物学 は解

読された遺伝子の機能解析へ と発展 してい くことは疑

う余地がない 一方,当 初は遺伝子操作,ク ローニン

グ.塩 基配列の決定など分子生物学研究の手法は,一

部の分子生物学研究者の職人芸に負うところが大 き

かった.し か し,自 動DNAシ ークエ ンサー,PCR

法などの研究技術 手法の開発 は,専 門の基礎研究者

のみならず臨床医にとっても分子生物学研究への参加

を可能 とした.21世 紀は,わ れわれが日常診療の中で

気づいた疑問点,問 題点 を遺伝子 レベルで解決で き

る,し かもわれわれ自身もその解明のための研究に参

加で きる時代 となるものと思われる.

泌尿器科腫瘍学研究においては,1980年 代後半 より

分子生物学的なアプローチが盛んに行われてきた.発

癌 転移機構の解明,遺 伝子診断 ・遺伝子治療への応

用,抗 癌剤耐性機構の解明,分 子疫学を応用 した予防

医学などに目覚ましい成果が挙げられてきた.そ れら

の一部は実際の臨床の場で応用 されているが,ま た,

同時に遺伝子情報を扱 う場合の社会的および倫理的な

諸問題がクローズアップされている.

本シンポジウムは 「泌尿器腫瘍における分子研究の

展望」と題 し,実 際に研究を行っている若手の研究者

にシンポジス トになっていただいた.第50回 日本泌尿

器科学会中部総会は20世紀の最後の年に開催 される学

会であ り,シ ンポジス トの先生方には自らの研究成果

と共に,日 本における泌尿器科領域の分子生物学的研

究の現状 と問題点,さ らに21世紀への 「夢」を語 って

いただけるシンポジウムと考えた.

野々村祝夫先生(大 阪大),イ申川嘉紀先生(奈 良県

立医大),越 田 潔先生(金 沢大)お よび秋田英俊先

生(名 古屋市立大)が,そ れぞれ精巣腫瘍,腎 細胞

癌,膀 胱腫瘍および前立腺癌における発癌 ・転移機構

について自らの研究成果 と共に今後の研究の発展の可

能性 を示 した.山 本直樹先生(岐 阜大)は,泌 尿器科

腫瘍の遺伝子診断全般のレビューと遺伝子診断の社会

的および倫理面の問題を指摘 した.後 藤章暢先生(神

戸大)は,遺 伝子治療の今 日までの成果 をレビ⊥一

し,今 後の臨床応用への課題について述べた.賀 本敏

行先生(京 都大)は,分 子疫学の研究成果を示 し予防

医学への発展の可能性を示唆 した.

精力的に研究を行われている先生方の発表は,そ れ

ぞれ素晴 らしい成果の発表であ り,総 合討論において

も泌尿器腫瘍の分子生物学研究の発展への明るい展望

が予感された.21世 紀はポス トゲノムの時代であ り,

まさに,遺 伝子機能解明の競争がスター トしたところ

である.分 子生物学研究の成果が臨床医学の場に生か

されるためには,臨 床医の研究参加は不可欠である.

しか しなが ら,総 合討論では日本の臨床講座での臨床

医が行 う基礎研究について,臨 床を行いながら基礎研

究を続けなければならない,あ るいは一時的に臨床 を

離れなければならないなどの継続的で精力的な研究を

行 うための困難さについての指摘があった.泌 尿器腫

瘍の分子生物学研究が 日本で遅れをとらないために

は,研 究者の研究環境を整えるための臨床講座におけ

る研究形態の何 らかの改革 も今後の重要な課題である

のか もしれない.

最後に,シ ンポジス トの先生方,シ ンポジウムを最

後まで熱心にご静聴いただいた会場の先生方,こ のよ

うな有意義でタイムリーなシンポジウムを企画された
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